
幹事８８期 副幹事８９期・９８期☆各期代表幹事様はじめ同窓生の皆様、よろしくお願いいたします。

平成２１年度 静中・静高同窓会総会
記念講演 姫 野 友 美（８８期）

日 時 平成２１年１１月２３日（月）勤労感謝の日 午後３時より
会 場 ホテルセンチュリー静岡（ＪＲ静岡駅南口）
会 費 ８，０００ 円

元静中・静高生

注目！
日本薬科大学漢方薬学科教授・医学博士・ひめのともみクリニック院長

演題 「ストレス社会を生き抜くための３つの法則」

平
成
二
一
年
一
月
一
六
日
、
静

岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
中
島
屋
に
お

い
て
、
静
高
柔
道
部
Ｏ
Ｂ
会
（
柔

友
会
）
が
三
三
名
出
席
の
も
と
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
会
で
は
毎
年
一
月
二
日
は
、

母
校
体
育
館
で
現
役
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

を
交
え
た
初
試
合
と
、
夕
方
か
ら

は
場
所
を
変
え
て
卒
業
生
の
懇
親

会
で
あ
る
新
年
会
が
行
わ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
五
〇
年
以
上
続
く

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
恒
例
行
事

で
あ
る
。

私
が
現
役
の
頃
、
Ｏ
Ｂ
と
の
対

戦
が
組
ま
れ
て
い
た
た
め
、
試
合

の
結
果
に
よ
っ
て
は
コ
ー
チ
、
Ｏ

Ｂ
か
ら
散
々
小
言
を
言
わ
れ
正
月

早
々
大
変
迷
惑
な
一
日
で
あ
っ
た

と
記
憶
し
て
い
る
。

今
年
の
新
年
会
は
男
子
コ
ー
チ

で
あ
る
海
野
幹
夫
先
生
が
三
月
で

退
職
さ
れ
る
た
め
、
謝
恩
会
を
兼

ね
て
静
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
中
島

屋
で
行
わ
れ
た
。

戦
後
の
柔
道
部
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に

よ
り
禁
止
さ
せ
ら
れ
て
い
た
武
道

教
育
の
解
禁
に
と
も
な
い
、
昭
和

二
六
年
、
旧
制
静
中
柔
道
部
を
引

き
継
ぎ
創
部
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
は
83
期
の
卒
業
で
、
私
と

共
に
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
経
験
し
た

一
年
後
輩
に
あ
た
る
。
大
学
卒
業

後
、
一
貫
し
て
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト

の
指
導
者
と
し
て
活
躍
し
、
静
岡

県
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
強
化

本
部
長
、
国
体
チ
ー
ム
総
監
督
等

を
歴
任
し
た
。

本
校
に
は
平
成
一
〇
年
三
月
か

ら
一
一
年
間
在
籍
し
、
指
導
に
あ

た
っ
た
。
当
日
は
直
接
指
導
を
受

け
た
卒
業
生
を
中
心
に
九
八
名
の

参
加
者
を
数
え
た
。
水
上
裕
一
さ

ん
（
117
期
）
の
司
会
で
会
が
始
ま

り
、
冒
頭
木
内
貴
史
さ
ん
（
75
期
）

か
ら
日
本
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
界
の
現

状
と
将
来
、
及
び
海
野
先
生
の
熱

血
指
導
ぶ
り
が
披
露
さ
れ
た
。
な

お
、
木
内
さ
ん
は
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
日

本
代
表
チ
ー
ム
で
活
躍
し
、
現
在

日
本
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

（
Ｊ
Ｂ
Ａ
）
専
務
理
事
及
び
強
化

本
部
長
を
務
め
ら
れ
て
い
る
。

引
き
続
き
、
各
期
毎
に
先
生
と

の
現
役
時
代
の
思
い
出
が
語
ら
れ

た
。 そ

し
て
翌
年
の
第
一
回
全
国
高

校
柔
道
大
会
に
静
岡
県
代
表
と
し

て
出
場
、
以
後
、
数
度
に
わ
た
り

県
大
会
上
位
入
賞
、
東
海
四
県
大

会
等
で
も
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。

そ
の
基
礎
を
築
い
た
の
は
、
68

期
の
杉
山
庄
治
、
朝
比
奈
豪
、
坂

本
勝
、
上
野
山
雄
司
、
鈴
木
一
宏
、

白
鳥
幸
市
、
倉
橋
照
夫
、
伊
月
恭
、

秋
山
勝
の
諸
兄
で
し
た
。

後
に
、
杉
山
庄
治
先
輩
は
イ
タ

リ
ア
を
拠
点
に
同
国
柔
道
界
に
貢

献
し
、
現
在
で
は
、
講
道
館
柔
道

八
段
と
し
て
「
形
」
を
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
広
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
71

期
の
望
月
拡
雄
君
は
養
正
館
武
道

の
宗
家
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
を
本

部
に
世
界
二
八
カ
国
に
支
部
を
設

立
、
そ
の
活
躍
ぶ
り
に
は
目
を
見

張
る
思
い
が
し
ま
す
。
昨
年
、
フ

ラ
ン
ス
空
手
連
盟
よ
り
最
高
位
の

九
段
を
贈
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
国
内
で
は
、
八
段
・
片

岡
安
君
（
76
期
）
を
筆
頭
に
数
多

く
の
高
段
者
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

当
日
の
会
合
に
お
い
て
は
、
久

し
ぶ
り
で
の
顔
、
顔
、
顔
が
相
集

い
、
明
後
年
の
創
部
六
〇
周
年
、

柔
友
会
設
立
四
〇
周
年
に
向
か
っ

て
、よ
り
強
い
結
束
を
図
る
べ
く
、

前
会
長
・
七
段
・
故
永
野
哲
夫
君

（
75
期
）
の
後
任
と
し
て
初
代
会

長
の
四
條
進
先
輩
（
69
期
）
に
再

登
場
願
い
、
現
役
柔
道
部
へ
の
な

お
一
層
の
支
援
と
、
会
の
永
続
を

昨
年
五
月
発
行
の
会
報
で
、

各
期
の
美
術
部
Ｏ
Ｂ
や
大
村
ア

ト
リ
エ
Ｏ
Ｂ
を
中
心
に
同
好
会

の
開
催
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

し
か
し
中
心
と
な
る
呼
び
か

け
人
、
二
人
が
体
調
を
く
ず
し

中
断
し
て
お
り
ま
し
た
。

本
年
、
何
回
か
発
起
人
会
を
開

き
打
ち
合
わ
せ
ま
し
た
結
果
、
部

私
の
印
象
で
は
生
徒
に
と
っ
て

先
生
は
兄
貴
で
あ
り
、
共
に
切
磋

琢
磨
し
た
仲
間
の
よ
う
な
存
在
で

あ
ろ
う
か
。
長
年
、
若
者
達
と
接

す
る
事
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
の
立
場
は
誠
に
羨
ま
し
い
限
り

で
あ
る
。
最
後
は
、
持
山
育
央
さ

ん
（
103
期
）
の
音
頭
で
校
歌
斉
唱

と
先
生
の
今
後
の
活
躍
に
エ
ー
ル

を
送
っ
た
。

来
年
か
ら
も
従
来
の
形
で
新
年

会
が
開
催
さ
れ
る
。
今
後
も
多
く

の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
参
加
し
、
世
代

を
超
え
た
親
睦
が
図
ら
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。

（
82
期

宇
野
明
彦
）

画
家
の
故
杉
山
有
氏
（
68
期
＝

本
名
・
勇
）
を
し
の
ぶ
「
追
悼

杉
山
有
展
」
が
七
月
四
日
（
土
）

か
ら
同
一
二
日
（
日
）
ま
で
、
静

岡
市
葵
区
の
静
岡
市
役
所
静
岡
庁

誓
い
合
い
ま
し
た
。

現
在
、
石
川
倫
男
君
（
82
期
）

を
中
心
に
柔
友
会
・
関
東
支
部
設

立
も
計
画
中
で
す
。

静
高
柔
道
部
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
！

会
へ
の
登
録
を
是
非
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

た
と
え
僅
か
な
期
間
で
あ
っ
て

も
在
籍
し
た
皆
様
、大
歓
迎
で
す
。

舎
本
館
一
階
、
静
岡
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
第
一
―
第
五
展
示
室
で
開
か

れ
る
。

杉
山
氏
は
静
岡
市
生
ま
れ
。
静

中
・
静
高
で
学
び
、
在
学
中
に
画

ど
う
ぞ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
！

（
71
期

里
見
勝
弥
）

﹇
連
絡
先
﹈

〒
四
二
四
―
〇
〇
五
二

静
岡
市

清
水
区
北
脇
二
二
〇
―
八

▽
電
話
〇
五
四
（
三
四
七
）
四
七

三
一
▽
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
四（
三
四
七
）

四
七
三
二

小
野
木

武
氏
あ
て

お
り
ま
す
。

入
会
に
当
た
っ
て
は
、
各
期
の

幹
事
役
が
賛
同
者
を
ま
と
め
て
い

た
だ
く
か
、
直
接
事
務
局
に
申
し

込
ん
で
い
た
だ
い
て
も
結
構
で

す
。

〔
設
立
総
会
〕

▽
日
時

平
成
二
一
年
一
〇
月
一

七
日
（
土
）
午
後
六
時

よ
り

▽
場
所

ク
ー
ポ
ー
ル
会
館
（
静

活
Ｏ
Ｂ
や
大
村
ア
ト
リ
エ
Ｏ
Ｂ
だ

け
で
な
く
、
広
く
美
術
愛
好
家
を

募
り
、
文
化
の
薫
り
の
す
る
楽
し

い
会（
仮
称「
静
高
美
術
同
好
会
」）

を
創
設
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
作
品
展
や
講
演
会
の

開
催
、
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
や
美
術
館

巡
り
な
ど
の
行
事
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

こ
の
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
き
、

多
く
の
方
々
の
入
会
を
期
待
し
て

家
を
志
し
た
。
以
来
五
〇
年
余
、

画
業
一
筋
の
人
生
を
送
り
、
惜
し

ま
れ
な
が
ら
平
成
一
八
年
六
月
に

他
界
し
た
。

平
成
一
五
年
、
静
高
創
立
一
二

五
周
年
を
記
念
し
て
建
設
さ
れ
た

「

高
館
」
に
展
示
さ
れ
て
い
る

絵
画
「
玲
瓏
」
は
、
校
歌
の
「
八

面
玲
瓏
白
雪
の
…
」
を
イ
メ
ー
ジ

岡
市
葵
区
紺
屋
町
）

▽
会
費

七
〇
〇
〇
円

▽
講
師

岡
村
崔
氏
（
写
真
家
＝

60
期
）
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ

ロ
作
品
の
撮
影
（
ヴ
ァ

チ
カ
ン
内
壁
画
）

▽
入
会
者
に
は
追
っ
て
通
知
し
ま

す
。

〔
事
務
局
〕
影
山
善
次
郎
（
74
期
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
五
四
（
二
七
一
）

三
八
八
八
、

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
五
四
（
二
七
二
）

二
九
四
七
、

携
帯

〇
九
〇
（
一
〇
九
八
）

八
三
一
一
、

住
所
・
静
岡
市
葵
区
平
和
一
―

六
―
一

〔
現
在
連
絡
先
名
〕

杉
山
忠
（
66
期
）
北
川
茂
（
68

期
）
小
柳
明
（
69
期
）
高
木
滋
生

（
70
期
）
小
柳
津
隆
弘
（
71
期
）

水
鳥
春
男
（
72
期
）
大
石
安
任

（
73
期
）
飯
塚
章
浩
（
74
期
）
石

賀
直
美
（
85
期
）

絵
画
・
書
・
写
真
な
ど
、
美
術

関
連
の
創
作
活
動
を
し
て
い
る
73

期
の
仲
間
十
数
人
が
集
ま
っ
て
作

品
展
を
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

静
岡
市
葵
区
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ワ

タ
ナ
ベ
カ
メ
ラ
で
七
月
二
日（
木
）

か
ら
七
日（
火
）ま
で
の
開
催
で
す
。

出
品
予
定
者
は
次
の
通
り
で
す
。

大
村
栄
一
（
写
真
）
大
村
春
樹

（
絵
画
）
奥
島
治
（
絵
画
）
清
水

柳
男
（
書
）
鈴
木
智
彦
（
版
画
）

寺
坂
庄
二
（
書
）
永
井
敏
夫
（
絵

画
）
牧
田
修
典
（
絵
画
）
望
月
篤

（
写
真
）
大
石
安
任
（
写
真
）

事
務
局
は
電
話
〇
五
四
（
二
五

一
）
一
四
六
五
で
す
。

（
73
期

大
石
安
任
）

し
て
描
か
れ
た
。

今
回
の
展
示
会
は
「
杉
山
有
と

静
岡
」
を
テ
ー
マ
に
、
画
家
杉
山

有
氏
の
出
発
点
と
な
っ
た
静
岡
高

絵
画
部
時
代
、
そ
し
て
よ
く
描
い

た
静
岡
市
内
の
風
景
画
を
中
心
に
、

生
涯
の
代
表
作
を
一
堂
に
展
示
す

る
。
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海野幹夫先生の謝恩会を兼ねて行われたバスケットボール部
ＯＢ・ＯＧ会新年会＝静岡グランドホテル中島屋

精鋭ぞろい、柔友会の面々＝静岡グランドホテル中島屋

ヴァチカン内で壁画の撮影をする岡村崔氏

「
静
高
美
術
同
好
会
」
10
月
に
設
立

講
師
に
岡
村
崔
氏
（
60
期
）
招
く

絵
画
・
書
・
写
真

73
期
が
美
術
展

バ
ス
ケ
ッ
ト
部

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会

恒
例
の
新
年
会
開
催

海
野
先
生
へ
の
謝
恩
を
兼
ね

創部60年へ、結束強化創部60年へ、結束強化創部60年へ、結束強化創部60年へ、結束強化創部60年へ、結束強化創部60年へ、結束強化創部60年へ、結束強化創部60年へ、結束強化創部60年へ、結束強化創部60年へ、結束強化創部60年へ、結束強化創部60年へ、結束強化創部60年へ、結束強化創部60年へ、結束強化創部60年へ、結束強化創部60年へ、結束強化創部60年へ、結束強化
柔道部OB会 参加を呼び掛け

風
景
画

中
心
に

７
月
に
静
岡
で
追
悼
展

故

杉
山
有
氏
（
68
期
）
し
の
ぶ


